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事後評価 点検・検証の様式について
（2020年度通常枠 3年目PO研修）
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本セッションの到達目標

事後評価の様式および点検・検証の内容の位置づけとその背景を
感じて頂き、作成の際の判断基準として頂く

本セッションの到達目標は、以下の通りです



Q.
良い事後評価
報告書って
どんなもの？



3Copyright 2022 JANPIA  本資料の内容を当機構に許可なく複製・転載・転用することは禁止いたします。

事後評価の目的、位置付けの確認

事後評価 事後評価の活用

出典：事後評価ガイドブック（JANPIA）

前パート
再掲
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事後評価の目的、位置付けの確認【補足】

休眠預金等の制度上要請されている報告内容

自団体の強みを理解することや

支援の輪を広げるために役立つ報告内容

評価結果・評価プロセスの
効果的な活用を考えましょう

説明責任を果たすために
不可欠と考える項目です

前パート
再掲
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「休眠預金は国民の資産であり、（中略）「成果」を
国民に目に見える形で生み出すことが求められる」

「広く国民の理解を得ること」

「・・・評価を行なっていくことが、自律的で持続的
な民間公益活動の推進につながります」

（評価指針より）
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民間公益活動の

推進に

つながる
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事業（活動）の推進に寄与する“成果報告”を目指して

＝
良い
報告

良い
事業

(事業の質)

x

良い
調査
分析
(評価の質)

良い
記載

(文書化の質)

x

事業の改善
(事前～中間評価他)

事前～事後評価

ハンドブック
点検

ハンドブック
書類様式
検証
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事業（活動）の推進に寄与する“成果報告”を目指して

＝
良い
報告

良い
事業

(事業の質)

x

良い
調査
分析
(評価の質)

良い
記載

(文書化の質)

x

事業の改善
(事前～中間評価他)

事前～事後評価

ハンドブック
点検

ハンドブック
書類様式
検証

すでに実施
してきた領域



走る前に分かる仮説と走ってから分かる仮説がある

だからこそキーとなる仮説は事業をやりながらも常に検証する必要がある

仮説B

仮説A

仮説C

仮説D

仮説E

仮説F

仮説G

仮説H

仮説J

打ち手

成果

出典：「仮説思考入門」（東京大学FoundX）

走りながら
確認して
チューニングする
（中間評価）走る前に

確認できる
ものは固定
（事前評価）

意外な成果

？？？

PO研修
（2年目）再掲



試行錯誤の仮説検証で支えられた打ち手と成果は強い

ファクトB

ファクトA

ファクトC

ファクトD

仮説E

仮説F

仮説G

仮説H

仮説J

打ち手

成果

事業と評価の
仮説検証
（良い調査）で
整えた土台
（≒ノウハウ等）

精度の高い
仮説を基にした
幅広の活動と
成果（≒良い事業）

意外な成果

団体/領域により
個別差あり
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事業（活動）の推進に寄与する“成果報告”を目指して

＝
良い
報告

良い
事業

(事業の質)

x

良い
調査
分析
(評価の質)

良い
記載

(文書化の質)

x

事業の改善
(事前～中間評価他)

事前～事後評価

ハンドブック
点検

ハンドブック
書類様式
検証

今回の
説明範囲
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事業の進展に寄与する“成果報告”を目指して

＝
良い
報告

良い
事業

(事業の質)

x

良い
調査
分析
(評価の質)

良い
記載

(文書化の質)

x

事業の改善
(事前～中間評価他)

事前～事後評価

ハンドブック
点検

ハンドブック
書類様式
検証

今回の
説明範囲

どのように
良い調査分析

＆
良い文書化に
つながるか？
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３つの方法で“成果報告”の作成を伴走します

１．ハンドブック

２．様式

３．点検・検証
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事業（活動）の推進に寄与する“成果報告”を目指して

＝
良い
報告

良い
事業

(事業の質)

x

良い
調査
分析
(評価の質)

良い
記載

(文書化の質)

x
ハンドブック
点検
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良い調査分析：ハンドブック
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良い調査分析：点検

PO研修
（2年目）再掲
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点検で調査分析の質を高める：①点検チェックリストによる自己チェック

点検・検証は、まず
チェックリスト形式での確認を実施

各項目については、
ハンドブックの内容を元に

陥りがちなポイントや
よりよい調査分析のためのポイントを記載

【仕様】
計画時に点検欄を☑
報告書最終化途中で検証欄を☑
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点検で調査分析の質を高める：①点検チェックリスト

指標、測り方…データ収集の準備はOKか？

項目は事業の価値を現すのに十分か？

価値判断基準は準備できたか？

分析の準備はOK？
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点検で調査分析の質を高める：②点検レビュー会

「点検」：（評価計画立案後）評価計画の確からしさを実施計画段階で「点検する」

「検証」：（評価実施後）評価結果を「検証する」

点検を専門家によるレビュー会の形式で行う

評価計画 評価報告書

点検（レビュー会開催）

計画は客観性・妥当性が担保されているか？
・ 実施体制
・ アウトカムの測定・分析方法
・ 波及・副次・想定外の成果の検証方法
・ 事業効率性の検証方法
・ 成功要因・課題の分析方法など

検証
・評価計画どおりに実施されているか、
計画と報告書を見比べて検証します。

・評価結果の妥当性・客観性を検証します。
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点検のタイミングでのキーは“計画の具体化”

例えば、“受益者にインタビューを実施”を検討している場合…

候補者が10人いたとしたら、
一人目は誰で、二人目は誰を選びますか？

具体的に、どういう質問を、
どういう順番で投げますか？/もしくは不動でやりますか？

その理由はなぜですか？

©Unicorn Farm
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Appendix）より精度の高い評価実施計画策定に向けて

団体ページ＞2019年度通常枠 プログラム・オフィサー（PO）育成研修
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事業（活動）の推進に寄与する“成果報告”を目指して

＝
良い
報告

良い
事業

(事業の質)

x

良い
調査
分析
(評価の質)

良い
記載

(文書化の質)

xハンドブック
書類様式
検証
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書式で文書化の質を高める：事後評価報告書の様式の方針

事後評価報告書 事後評価報告書に含める事項としてご案内

評価関連の定量的な情報の収集を中心に、
必要となる最低限の項目(*必須項目)のみをガ

イドラインとして示し、自由書式形式

（自由に検討可能な例）
-ファイル形式
-章立てや枠組み*
-記載方法

*該当する内容が含まれていれば、必ずしも独立した章や項目である必要
はございません
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書式で文書化の質を高める：事後評価報告書の様式の方針

19年度事業を通じて寄せられた声

• 様式の立て付けで、どうしても書き方が制約される

• 枠組みがなく、書きたいことが上手く表現できない

• どの項目に何を入れたらいいか分からない

結果として、自由記載欄に“事業の価値”が良く伝わる記載があるケースも多い
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書式で文書化の質を高める：事後評価報告書の様式の方針

評価関連の定量的な情報の収集を中心に、

必要となる最低限の項目(*必須項
目)のみをガイドラインとして示し、記載
は自由書式形式を予定

（自由に検討可能な例）
-ファイル形式
-章立てや枠組み*
-記載方法

*該当する内容が含まれていれば、必ずしも独立した章や項目である必要
はございません
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事後評価の目的、位置付けの確認【補足】

休眠預金等の制度上要請されている報告内容

自団体の強みを理解することや

支援の輪を広げるために役立つ報告内容

評価結果・評価プロセスの
効果的な活用を考えましょう

説明責任を果たすために
不可欠と考える項目です

前パート
再掲
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必要となる最低限の項目（一部抜粋）

・事業の実績
-インプット
-活動
-アウトプット

・アウトカム
-資金的支援
-非資金的支援
-効率性
-成功/疎外要因

・総括
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検証で文書化の質を高める：検証の実施

報告書の“案段階”で
事前にチェックリストで
確認＆JANPIAに
ご共有いただき、
検証プロセスの中で
磨き上げていく
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事後評価報告のプロセス：まとめ

中間評価
検証レビュー

会

資金分配団体
と実行団体で
短期アウトカム
や指標の確認

事後評価
研修

（イマココ）

資金分配団体
と実行団体で
事後評価にむ
けた準備・確認

事後評価
点検レビュー

会
（点検）

事後評価
の実施

報告書案
の

作成・共有

報告書案
の

ブラッシュ
アップ

（検証）

報告書
最終化
提出

事業/活動への
反映

評価”実施計画”の具体化

報告書の
最終化
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最後に

＝
良い
報告

良い
事業

(事業の質)

x

良い
調査
分析
(評価の質)

良い
記載

(文書化の質)

x

事業の改善
(事前・事後評価他)

事後評価
(前半レクチャー)

ハンドブック
点検

ハンドブック
書類様式
検証



31Copyright 2022 JANPIA  本資料の内容を当機構に許可なく複製・転載・転用することは禁止いたします。

最後に

＝
良い
報告

良い
事業

(事業の質)

x

良い
調査
分析
(評価の質)

良い
記載

(文書化の質)

x

事業の改善
(事前・事後評価他)

事後評価
(前半レクチャー)

ハンドブック
点検

ハンドブック
書類様式
検証

次のActionに向けて、何を知り、誰に何を伝えますか？
事後評価を、何に使いますか
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最後に

＝
良い
報告

良い
事業

(事業の質)

x

良い
調査
分析
(評価の質)

良い
記載

(文書化の質)

x

事業の改善
(事前・事後評価他)

事後評価
(前半レクチャー)

ハンドブック
点検

ハンドブック
書類様式
検証

次のActionに向けて、何を知り、誰に何を伝えますか？
事後評価を、何に使いますか
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